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要望書 

成人Ｔ細胞白血病ウイルス（ＨＴＬⅤ―１）の抗体検査の実施を 
 

本年３月議会の厚生文教常任委員会で、成人Ｔ細胞白血病ウイルス（ＨＴＬ

Ⅴ―１）の抗体検査を妊婦健診に加える独自助成を求めました。町は、情報を

集めて国の動向を見ていきたいとの回答でした。 
 母体がキャリアの場合、母乳を通して子どもに感染します。感染して症状が

出るまで３０年から５０年で、発症する可能性は５％ほどと言われていますが、

母乳での育児から人工乳での育児に切り替えることで感染を防ぐことができま

す。前宮城県知事の浅野史郎氏がこのウイルスで白血病を発症したことを公表

しています。 
 ９月１３日、管首相は、成人Ｔ細胞白血病ウイルス対策を検討する会合で「妊

婦を対象とした全国一律の抗体検査やカウンセリングを今年度中に実施に移せ

るよう検討を進めたい」と述べ、今年度中の対策実施を強調しました。検査費

用は１人２千円程度。年間約１１０万人の妊婦の総費用は約２０億円とみられ、

本年度分は予備費をあてることなどを検討するということです。 
速やかな情報収集と妊娠月数の高い妊婦には町独自助成で抗体検査の対応を

要望します。 
 

以上 


